
岸
岱
に
よ
る
二
点
の
「
西
園
雅
集
図
」
に
つ
い
て 

富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
・
敦
賀
市
立
博
物
館
所
蔵
資
料
を

中
心
に 

 

美
学
美
術
史
学
専
門 

博
士
課
程
後
期
課
程
三
年 

藤
原
幹
大 

  

一
、
は
じ
め
に 

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
画
家
・
岸
岱
（
一
七
八
五
ま
た
は
一
七
八
二
～
一

八
六
五
）
が
手
掛
け
た
「
西
園
雅
集
図
」
に
関
す
る
諸
資
料
を
取
り
上
げ
、
本
画
題

に
対
す
る
画
家
の
制
作
態
度
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
岸
岱
は
岸
派
の
祖
・
岸
駒
（
一

七
四
九
ま
た
は
一
七
五
六
～
一
八
三
八
）
の
長
子
で
、
呉
春
亡
き
後
の
京
に
お
い
て

画
壇
の
中
核
的
存
在
と
し
て
活
動
し
た
画
家
で
あ
る
。
岸
派
の
研
究
は
こ
こ
二
十
年

ほ
ど
の
間
に
、
資
料
の
集
成
と
分
析
を
中
心
と
し
て
基
盤
の
形
成
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
一

、
個
別
の
画
家
や
作
品
に
対
す
る
専
論
は
ま
だ
少
な
い
。
創
始
者
の
岸
駒
は

も
と
よ
り
、
画
派
の
継
承
・
発
展
に
注
力
し
た
岸
岱
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
例
外
で

な
い
。
筆
者
は
以
前
、
岸
岱
が
流
派
内
に
お
い
て
、
文
筆
に
優
れ
た
教
養
人
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
た
点
に
注
目
し
、
そ
う
し
た
側
面
を
作
品
や
行
跡
か
ら
読
み
取
ろ
う

と
試
み
た
二

。
そ
の
際
に
は
、
岸
岱
が
自
身
に
よ
る
詩
句
の
解
釈
を
基
に
し
て
、
漢

詩
の
絵
画
化
に
努
め
た
こ
と
を
示
し
た
が
、
本
稿
で
扱
う
作
品
お
よ
び
絵
画
資
料
か

ら
も
ま
た
、
こ
れ
に
類
す
る
制
作
態
度
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
岸
岱
が
特
定

の
画
題
に
お
い
て
、
文
学
的
典
拠
と
の
整
合
性
を
意
識
し
た
制
作
を
行
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

 

二
‐
（
一
）、
佐
藤
記
念
美
術
館
所
蔵
の
資
料 

 

こ
の
項
で
取
り
上
げ
る
絵
画
資
料
群
は
、
岸
派
の
本
家
筋
に
伝
わ
り
、
現
在
は
富

山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
に
収
め
ら
れ
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
資
料
群
の
内
容
お
よ

び
特
徴
に
つ
い
て
は
、
小
久
保
啓
一
氏
に
よ
る
詳
細
な
報
告
が
あ
る
三

。
氏
の
論
考

に
よ
る
と
、
こ
の
資
料
群
は
①
完
成
画
の
模
本
、
②
草
稿
、
③
大
画
面
作
品
の
縮
図
、

④
ス
ケ
ッ
チ
風
の
雑
画
の
四
種
に
分
類
が
可
能
で
、
以
下
で
挙
げ
る
西
園
雅
集
図
の

資
料
は
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
。 

 

・
資
料
（
い
）
（
図
１
） 

近
藤
有
芳
（
模
写
）「
西
園
雅
集
図
」 

紙
本
墨
画
淡
彩
、
縦 

五
二
．
三×

横 

七
六.

三
㎝ 

「
嘉
永
改
元
歳
在
戊
申
暮
春 

西
園
雅
集
図 

有
芳
模 

同
功
館
蔵 

先
生
所
図 

勢
州
林
喜
兵
衛
需
」 

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
） 

富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
蔵 

 
・
資
料
（
ろ
）
図
（
２
） 

岸
岱
「
西
園
雅
集
図
」 

紙
本
墨
画
、
縦
四
四.

二×

横
七
四.

三
㎝ 
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「
嘉
永
元
年
三
月
十
七
日 

西
園
雅
集 

同
功
館
蔵 

先
生
草
稿 

勢
州
林
喜
兵
衛
願
」 

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
） 

富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
蔵 

  

上
記
二
点
の
資
料
の
性
質
に
つ
い
て
も
、
小
久
保
氏
に
よ
る
作
品
解
説
四

が
既
に

あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
に
従
い
な
が
ら
概
要
を
示
す
。 

資
料
（
い
）
は
、
岸
岱
の
弟
子
・
近
藤
有
芳
に
よ
る
、
岸
岱
筆
「
西
園
雅
集
図
」

の
模
写
で
あ
る
。
制
作
年
は
裏
面
の
墨
書
か
ら
嘉
永
元
年
（
一
八
三
八
）
三
月
と
知

ら
れ
、
画
中
の
款
記
に
も
「
嘉
永
紀
元
歳
次
戊
申
春
三
月
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
岸

岱
画
の
落
成
後
に
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
資
料
は
淡
彩
に
よ
っ
て
簡
単

に
彩
色
さ
れ
、
一
部
に
は
そ
の
上
か
ら
「
ア
イ
ク
マ
」「
白
シ
ャ
ク
マ
」
と
い
っ
た
色

注
が
書
き
込
ま
れ
る
。
か
す
れ
や
肥
痩
を
伴
う
岸
派
特
有
の
筆
致
が
よ
く
表
れ
て
お

り
、
弟
子
の
筆
と
は
い
え
完
成
画
の
姿
を
補
完
す
る
の
に
不
足
は
な
い
五

。
少
し
横

長
の
画
面
で
、
中
心
に
大
き
く
松
を
描
き
、
そ
の
周
囲
に
人
物
群
を
配
置
す
る
。 

 

一
方
、
資
料
（
ろ
）
は
、
岸
岱
が
資
料
（
い
）
の
元
と
な
っ
た
画
を
描
く
際
、
全

体
の
構
図
・
人
物
配
置
を
ま
と
め
た
一
種
の
草
稿
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
全
体
の
構

成
を
簡
単
に
描
い
た
の
ち
、
各
人
物
群
の
上
か
ら
紙
を
貼
り
、
よ
り
細
か
な
姿
態
を

描
き
こ
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
完
成
画
に
至
る
ま
で
に
大
き
な
変
更
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
と
み
ら
れ
、
画
面
構
成
・
人
物
表
現
と
も
ほ
ぼ
資
料
（
い
）
と
一
致
す
る
。
裏

面
六

の
書
き
込
み
に
は
「
嘉
永
元
年
三
月
十
七
日
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
資
料
（
い
）

の
原
図
は
三
月
中
に
描
か
れ
た
と
判
断
で
き
る
。 

な
お
、
資
料
（
い
）・（
ろ
）
双
方
に
お
い
て
、
注
文
主
と
し
て
名
が
み
え
る
「
林

喜
兵
衛
」
に
つ
い
て
は
、『
平
安
人
物
志
』
嘉
永
五
年
版
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
本
）
の
追
記
に
そ
の
名
が
見
出
さ
れ
て
お
り
七

、
伊
勢
庵
芸
郡
林
に
住
し
た
画

人
・
趣
味
人
の
林
竹
坡
（
一
八
二
七
～
一
八
七
六
）
と
知
ら
れ
る
。
林
家
は
当
地
の

素
封
家
で
、
竹
坡
は
十
代
目
喜
兵
衛
を
名
乗
り
、
茶
道
・
花
道
・
漢
詩
と
多
方
面
で

活
動
し
た
。
同
家
に
は
岸
駒
が
寄
寓
し
、
地
元
の
画
家
に
画
を
教
授
し
た
と
の
伝
承

が
あ
り
八

、
地
方
に
お
け
る
岸
派
の
活
動
や
、
画
家
と
素
封
家
と
の
関
係
を
考
え
る

上
で
興
味
深
い
。 

 

二
‐
（
二
）
典
拠
と
画
中
表
現
と
の
関
係 

考
察
に
移
る
前
に
、
本
稿
で
扱
う
画
題
お
よ
び
そ
の
文
学
的
典
拠
に
つ
い
て
概
要

を
述
べ
て
お
く
。
先
述
し
た
「
西
園
雅
集
」
と
は
、
北
宋
の
蘇
軾
が
当
世
の
文
人
ら

十
五
名
と
と
も
に
、
王
詵
の
庭
園
で
清
遊
し
た
故
事
に
基
づ
く
画
題
で
あ
る
。
雅
集

の
様
子
は
参
加
者
で
あ
っ
た
李
公
麟
に
よ
っ
て
絵
画
化
さ
れ
、
同
じ
参
加
者
の
米
芾

が
付
し
た
と
さ
れ
る
「
西
園
雅
集
図
記
」
を
典
拠
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。
国
内
で
は

一
七
〇
〇
年
代
以
降
、
文
人
画
・
文
人
趣
味
の
隆
盛
に
伴
っ
て
展
開
し
、
岸
岱
が
活

動
し
た
一
八
〇
〇
年
代
に
は
狩
野
派
・
四
条
派
を
含
む
様
々
な
画
派
に
よ
っ
て
描
か

れ
て
い
る
。
岸
派
内
に
お
い
て
も
、
嘉
永
元
年
を
遡
る
こ
と
十
年
前
の
天
保
九
年
（
一

八
三
八
）、
岸
連
山
が
福
井
・
永
平
寺
の
襖
に
同
画
題
を
描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
九

。 

こ
こ
か
ら
は
資
料
（
い
）
に
つ
い
て
、「
西
園
雅
集
図
記
」（
以
下
、
図
記
）
一
〇

に

お
け
る
登
場
順
に
従
い
、
典
拠
に
お
け
る
記
述
と
各
人
物
の
描
写
と
を
対
照
し
て
観

察
す
る
。
以
下
、
各
人
物
群
を
グ
ル
ー
プ
①
～
⑥
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
察
の

先
頭
に
「
図
記
」
の
該
当
箇
所
を
抜
粋
し
た
。 
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【
グ
ル
ー
プ
①
】
（
図
３
） 

「
其
烏
帽
黄
道
服
、
捉
筆
而
書
者
、
為
東
坡
先
生
、
仙
桃
巾
紫
裘
而
坐
觀
者
、
為
王

晋
卿
、
幅
巾
青
衣
、
據
方
机
而
凝
竚
者
、
為
丹
陽
蔡
天
啟
、
捉
椅
而
視
者
、
為
李
端

叔
、
後
有
女
奴
、
雲
鬟
翠
飾
侍
立
、
自
然
富
貴
風
韻
、
乃
晋
卿
之
家
姫
也
」 

 

ま
ず
、
画
面
中
央
の
松
の
左
側
に
は
、
揮
毫
す
る
蘇
軾
（
蘇
東
坡
）
を
囲
む
一
群

が
描
か
れ
て
い
る
。
蘇
軾
は
黄
色
の
衣
を
身
に
着
け
、
烏
帽
と
呼
ば
れ
る
丈
の
や
や

長
い
帽
子
を
被
り
、
縦
長
の
紙
に
書
を
認
め
ん
と
す
る
。
そ
の
右
で
紫
の
衣
を
着
て

座
る
の
が
王
詵
（
王
晋
卿
）
、
王
詵
の
左
で
書
を
眺
め
る
青
い
衣
の
人
物
が
蔡
天
啓

（
蔡
肇
）
と
な
る
。
な
お
、
蔡
肇
が
青
い
衣
を
着
る
点
は
「
図
記
」
の
記
述
と
一
致

す
る
が
、「
方
机
に
拠
り
て
凝
竚
す
る
」
と
い
う
動
作
に
つ
い
て
は
、
人
物
が
密
集
し

て
描
か
れ
る
た
め
視
認
で
き
な
い
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
②
】
（
図
３
） 

「
孤
松
盤
欝
、
上
有
凌
霄
纒
絡
、
紅
緑
相
間
、
下
有
大
石
案
、
陳
設
古
器
瑤
琴
、
芭

蕉
圍
繞
、
坐
於
石
盤
旁
、
道
帽
紫
衣
、
右
手
倚
石
、
左
手
執
巻
而
觀
書
者
、
為
蘇
子

由
、
團
巾
繭
衣
、
手
秉
蕉
箑
而
熟
視
者
、
為
黄
魯
直
」 

 

蘇
軾
の
左
で
紫
の
衣
を
着
、
右
手
を
岩
の
上
に
、
左
手
で
巻
物
を
持
つ
の
が
蘇
轍

（
蘇
子
由
）
、
蘇
轍
の
左
で
芭
蕉
扇
を
持
っ
て
座
る
の
が
黄
庭
堅
（
黄
魯
直
）
で
あ

る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
①
・
②
の
人
物
に
関
し
て
は
、
動
作
だ
け
で
な
く
衣
服
の
色
ま

で
も
「
図
記
」
の
記
述
が
反
映
さ
れ
、
典
拠
と
画
中
表
現
と
が
緊
密
な
関
係
を
結
ん

で
い
る
。
ま
た
、
彼
ら
の
周
囲
に
は
蔓
草
が
絡
み
つ
く
巨
大
な
松
、
古
器
物
を
載
せ

た
石
の
机
が
描
か
れ
る
が
、
こ
ち
ら
も
対
応
す
る
文
章
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
③
】
（
図
４
） 

「
幅
巾
野
褐
、
據
横
巻
畫
淵
明
歸
去
來
者
、
為
李
伯
時
、
披
巾
青
服
、
撫
肩
而
立
者
、

為
晁
无
咎
、
跪
而
捉
石
觀
畫
者
、
為
張
文
潛
、
道
巾
素
衣
、
按
膝
而
俯
視
者
、
為
鄭

靖
老
、
後
有
童
子
、
執
靈
壽
杖
而
立
」 

 

か
わ
っ
て
松
の
右
側
で
は
、
絵
筆
を
と
る
李
公
麟
（
李
伯
時
）
と
そ
れ
を
見
守
る

三
人
の
文
人
が
描
か
れ
る
。
李
公
麟
の
向
か
い
に
は
、
鄭
嘉
会
（
鄭
靖
老
）
が
「
素

衣
」、
す
な
わ
ち
白
い
衣
を
ま
と
い
、
観
者
に
背
を
向
け
座
る
。
後
方
で
杖
を
持
っ
て

控
え
る
童
子
も
、「
図
記
」
に
源
泉
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

李
公
麟
ら
の
左
に
は
、
太
湖
石
に
も
た
れ
か
か
る
二
人
の
人
物
が
み
え
る
。
「
図

記
」
と
照
合
す
る
と
、
隣
の
人
物
の
肩
に
手
を
回
す
、
緑
色
の
衣
の
人
物
が
「
肩
を

撫
し
て
立
つ
」
晁
補
之
（
晁
無
咎
）
と
判
明
す
る
。
必
然
的
に
彼
の
隣
の
人
物
が
張

耒
（
張
文
潜
）
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
二
名
の
描
写
に
は
「
図
記
」
と
の
ず
れ
が
看

取
さ
れ
る
。
ま
ず
、
晁
補
之
の
服
装
に
つ
い
て
原
文
は
「
青
服
」
と
記
す
が
、
画
中

で
は
明
ら
か
に
緑
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
岸
岱
の
完
成
画
が
確
認
で
き

な
い
以
上
、
模
本
か
ら
色
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
危
う
さ
を
伴
う
。
し
か
し
一

方
で
、
文
中
で
「
青
衣
」
と
記
さ
れ
る
蔡
肇
の
服
は
き
ち
ん
と
青
く
彩
色
さ
れ
る
ほ

か
、
鄭
嘉
会
の
頭
巾
や
太
湖
石
な
ど
に
も
青
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
代
用
品
と

し
て
緑
を
用
い
た
と
は
考
え
難
い
。
く
わ
え
て
、「
跪
い
て
石
を
捉
え
る
」
と
記
さ
れ

る
張
耒
が
、
太
湖
石
に
寄
り
か
か
っ
て
立
つ
姿
で
描
か
れ
て
い
る
点
も
、「
図
記
」
と

の
相
違
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
④
】
（
図
５
） 
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「
二
人
坐
於
盤
根
古
桧
下
、
幅
巾
青
衣
、
袖
手
側
聽
者
、
為
秦
少
游
、
琴
尾
冠
紫
道

服
摘
阮
者
、
為
陳
碧
虚
」 

李
公
麟
ら
の
右
側
で
は
、「
図
記
」
の
「
古
桧
」
に
相
当
す
る
木
を
境
に
、
ま
た
二

人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
紫
の
衣
を
着
、
正
面
を
向
い
て
阮
咸
を
弾
く
の
が
陳

景
元
（
陳
碧
虚
）、
そ
の
横
で
耳
を
そ
ば
だ
て
て
聞
く
の
が
秦
観
（
秦
少
游
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
秦
観
の
描
写
に
お
い
て
も
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
よ
う
な
「
図
記
」
と
の
食

い
違
い
が
指
摘
で
き
る
。
原
文
で
は
「
幅
巾
青
衣
」
を
身
に
着
け
、「
手
を
袖
に
し
て

側
聴
」
す
る
と
記
さ
れ
る
が
、
画
中
で
は
緑
の
衣
を
着
、
手
を
袖
に
入
れ
て
隠
す
動

作
が
再
現
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
⑤
】
（
図
６
） 

「
唐
巾
深
衣
、
昂
首
而
題
石
者
、
為
米
元
章
、
幅
巾
、
袖
手
而
仰
觀
者
、
為
王
仲
至
、

前
有
鬅
頭
頑
童
、
捧
古
硯
而
立
」 

 

画
面
左
端
へ
と
目
を
遣
る
と
、
松
の
下
に
架
か
る
橋
の
左
で
、
米
芾
（
米
元
章
）

が
岩
壁
に
揮
毫
し
て
い
る
。
そ
の
右
で
は
童
子
が
硯
を
掲
げ
持
ち
、
左
で
は
王
欽
臣

（
王
仲
至
）
が
そ
の
様
子
を
眺
め
る
。
王
欽
臣
に
関
し
て
、「
図
記
」
内
で
は
「
手
を

袖
に
」
し
「
仰
ぎ
視
る
」
と
あ
る
が
、
画
中
で
は
両
手
を
体
の
前
に
出
す
の
が
分
か

る
程
度
で
、
ど
の
よ
う
な
動
作
か
は
判
然
と
し
な
い
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
⑥
】
（
図
７
） 

「
後
有
錦
石
橋
、
竹
徑
繚
繞
於
清
溪
深
處
、
翠
陰
茂
密
中
、
有
袈
裟
坐
蒲
團
、
而
説

無
生
論
者
、
為
圓
通
大
師
、
旁
有
幅
巾
褐
衣
而
諦
聴
者
、
為
劉
巨
濟
、
二
人
並
坐
於

怪
石
之
上
、
下
有
激
湍
、
潨
流
於
大
溪
之
中
、
水
石
潺
湲
、
風
竹
相
呑
、
爐
烟
方
裊
、

草
木
自
馨
」 

 

米
芾
ら
の
後
方
に
架
か
る
橋
を
渡
り
、
そ
の
先
の
小
径
を
右
へ
と
抜
け
た
先
に
は

竹
林
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
袈
裟
を
着
た
円
通
大
師
が
、
蒲
団
に
座
し
て

無
生
論
を
説
き
、
劉
涇
（
劉
巨
済
）
は
静
か
に
そ
れ
を
聴
く
。 

  

総
じ
て
、
資
料
（
い
）
で
は
「
図
記
」
の
記
述
が
あ
る
程
度
、
忠
実
に
絵
画
化
さ

れ
て
い
る
。
資
料
（
い
）
は
弟
子
の
筆
だ
が
、
画
中
の
人
物
表
現
は
資
料
（
ろ
）
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、「
図
記
」
と
画
中
表
現
と
の
対
応
関
係
は
、
岸
岱
が
当

初
か
ら
意
図
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
作
画
に
際
し
て
岸
岱
が
「
図
記
」
の
記
述

を
意
識
し
た
こ
と
は
、
資
料
内
の
書
き
込
み
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
資

料
（
ろ
）
で
は
、
各
人
物
の
横
に
朱
で
名
前
が
書
き
添
え
ら
れ
る
ほ
か
、「
竹
林
」「
古

檜
」
「
芭
蕉
」
と
い
っ
た
人
物
同
定
の
手
が
か
り
と
な
る
景
物
に
も
朱
書
き
が
な
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
（
い
）
に
つ
い
て
は
、
画
面
最
上
部
に
「
図
記
」
の
抄
出

が
書
き
込
ま
れ
、
画
中
の
人
物
が
「
図
記
」
に
お
い
て
ど
う
記
さ
れ
る
か
が
示
さ
れ

る
一
一

。
こ
れ
ら
は
、
西
園
雅
集
図
の
制
作
時
に
各
人
物
の
描
き
分
け
が
重
視
さ
れ
た

証
左
で
あ
る
と
同
時
に
、
鑑
賞
時
に
は
「
図
記
」
と
絵
画
と
の
呼
応
が
望
ま
れ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
衣
の
色
が
原
文
と
異
な
る
晁
補
之
や
秦
観
、「
跪
く
」
は
ず
が
立
ち
姿
で

表
さ
れ
た
張
耒
な
ど
、
資
料
（
い
）・（
ろ
）
に
は
必
ず
し
も
「
図
記
」
に
従
わ
な
い

部
分
が
見
出
せ
る
。
ま
た
、
米
芾
の
書
を
仰
ぎ
見
る
王
欽
臣
は
、
手
を
体
の
前
に
置

く
た
め
、「
図
記
」
と
の
整
合
性
が
読
み
取
り
づ
ら
い
。
資
料
（
い
）
の
描
か
れ
た
嘉

永
元
年
時
点
で
は
、
こ
う
し
た
典
拠
と
画
中
表
現
と
の
齟
齬
が
未
だ
、
完
全
に
解
消
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さ
れ
ず
に
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、
岸
岱
が
こ
の
約
十
年

後
に
描
い
た
同
画
題
作
品
で
は
、
上
記
の
齟
齬
を
積
極
的
に
解
消
し
よ
う
と
し
た
形

跡
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 

三
‐
（
一
）、
敦
賀
市
立
博
物
館
所
蔵
の
絵
画
資
料 

 

岸
岱
「
群
仙
琴
棋
書
画
図
」（
図
８
） 

一
幅 

絹
本
著
色 

縦
一
四
四.
〇×

横
八
六.

二cm
 

署
名
「
万
延
紀
元
歳
次
庚
申
秋
寫 
越
前
守
岸
岱
」 

「
岸
岱
」「
君
鎮
」
白
文
長
方
印
、「
天
明
壬
寅
吾
召
降
」
朱
文
長
方
印 

敦
賀
市
立
博
物
館
蔵 

  

本
図
は
敦
賀
市
立
博
物
館
の
所
蔵
品
で
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
、
岸
岱
七
十
六

な
い
し
七
十
九
歳
の
作
で
あ
る
こ
と
が
款
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
展
覧
会
図
録
等

で
は
「
群
仙
琴
棋
書
画
図
」
と
し
て
従
来
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
各
人
物
の
表
現
か

ら
蘇
軾
を
中
心
と
し
た
文
人
雅
集
の
「
西
園
雅
集
」
を
描
い
た
も
の
と
解
さ
れ
る
一
二

。 

 

三
‐
（
二
）、
典
拠
と
画
中
表
現
と
の
関
係 

 

本
図
は
資
料
（
い
）・（
ろ
）
を
横
方
向
へ
圧
縮
し
た
よ
う
な
構
図
を
備
え
、
画
面

全
体
を
隈
な
く
使
い
、
人
物
と
山
水
と
を
ジ
グ
ザ
グ
状
に
配
置
し
て
埋
め
尽
く
し
て

い
る
。
衣
紋
線
や
波
・
岩
の
輪
郭
線
に
は
岸
派
ら
し
い
、
や
や
抑
揚
を
付
け
ら
れ
た

線
が
用
い
ら
れ
る
。
岩
に
は
画
面
上
部
で
は
代
赭
、
下
部
で
は
藍
が
中
心
に
用
い
ら

れ
、
画
面
に
変
化
を
付
け
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
。
地
表
に
は
淡
墨
で
細
か
に
点
描
を

施
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
か
ら
よ
り
濃
い
点
苔
を
打
つ
。
岩
に
は
部
分
的
に
か
す
れ
を

伴
っ
た
点
苔
が
執
拗
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
点
描
の
多
用
は
岸
派
に
お
け
る

標
準
的
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
皴
そ
の
も
の
の
描
写
は
乏
し
く
、
濃
淡
に
よ
る

表
現
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
岸
駒
と
の
相
違
点
で
も
あ
り
、
四
条
派
か
ら
の

影
響
が
看
取
さ
れ
る
。 

個
々
の
人
物
表
現
は
、
前
述
の
資
料
（
い
）（
以
下
、
制
作
年
に
即
し
て
嘉
永
本
と

称
す
）
の
図
像
を
概
ね
転
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
幾
人
か
の
人
物
の
動
作
を
注
意
深

く
観
察
す
る
と
、
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
再
び
「
図
記
」
と
の

整
合
性
を
中
心
に
、
図
像
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
①
】
（
図
９
） 

 

嘉
永
本
の
グ
ル
ー
プ
①
お
よ
び
②
に
関
し
て
は
、
各
人
物
の
動
作
や
衣
服
の
色
が

「
図
記
」
準
拠
で
描
か
れ
て
い
る
点
を
先
に
指
摘
し
た
。
た
だ
し
嘉
永
本
で
は
、
人

物
を
密
集
し
て
描
く
た
め
に
、
蔡
肇
の
「
方
机
に
拠
り
て
凝
竚
す
る
」
動
作
が
視
認

で
き
な
い
不
具
合
が
生
じ
て
い
た
。
一
方
、
万
延
本
の
グ
ル
ー
プ
①
部
分
を
見
る
と
、

基
本
的
な
配
置
は
そ
の
ま
ま
に
、
蘇
軾
の
向
か
い
に
座
る
李
元
儀
が
左
へ
移
動
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
蔡
肇
に
割
く
空
間
が
増
え
、「
方
机
に
拠
り
て
」、
す
な
わ

ち
左
方
向
へ
体
を
傾
け
て
脇
息
に
も
た
れ
る
姿
が
描
出
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
点
は

「
図
記
」
と
画
中
表
現
と
の
整
合
性
を
意
識
し
た
結
果
と
捉
え
ら
れ
る
一
三

。 

 
【
グ
ル
ー
プ
②
】
（
図
９
） 

 

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
蘇
轍
・
黄
庭
堅
の
両
人
と
も
に
若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
筆
す
べ
き
は
「
右
手
は
石
に
倚
り
、
左
手
は
巻
を
執
り
て
書
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を
観
る
」
蘇
轍
の
方
だ
ろ
う
。
両
作
品
の
蘇
轍
は
視
線
の
方
向
に
大
き
な
違
い
が
あ

る
。
嘉
永
本
で
は
、
右
手
は
岩
の
上
に
置
き
、
左
手
に
書
物
を
持
ち
つ
つ
も
視
線
は

蘇
軾
の
書
へ
向
け
る
と
い
う
、
や
や
何
方
付
か
ず
な
表
現
が
と
ら
れ
て
い
た
。
だ
が

万
延
本
で
は
、
左
手
に
持
っ
た
書
物
へ
視
線
が
向
け
ら
れ
、
読
書
に
没
入
す
る
姿
で

描
か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
「
図
記
」
の
記
述
を
踏
ま
え
た
表
現
に
変
わ
り
は
な
い

が
、
万
延
本
で
は
動
作
の
方
向
を
一
つ
に
定
め
る
こ
と
で
、
よ
り
文
人
ら
し
く
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
を
与
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
③
】
（
図
１
０
） 

 

こ
こ
で
は
両
作
品
を
通
じ
て
、
人
物
群
の
配
置
自
体
に
変
化
は
な
い
が
、
四
人
の

う
ち
三
人
の
表
現
に
変
更
点
が
見
出
せ
る
。「
図
記
」
の
登
場
順
に
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
「
青
服
」
を
着
て
「
肩
を
撫
し
て
立
つ
」
晁
補
之
だ
が
、
嘉
永
本
で
は
衣
の
色

が
緑
に
彩
色
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
齟
齬
を
修
正
す
る
か
の
よ
う
に
、
万
延
本
で
は
青

い
衣
を
着
て
、
張
耒
の
肩
に
手
を
置
く
姿
へ
と
描
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
「
跪

い
て
石
を
捉
え
、
画
を
観
る
」
張
耒
は
、
嘉
永
本
で
は
太
湖
石
に
も
た
れ
、
立
ち
上

が
っ
て
画
を
見
る
姿
に
描
か
れ
て
い
た
。
万
延
本
で
は
、
岩
の
上
に
座
し
て
画
を
見

る
姿
で
表
さ
れ
て
お
り
、「
跪
い
て
石
を
捉
え
」
る
と
い
う
動
作
を
解
釈
し
、
絵
画
化

し
た
結
果
と
し
て
受
け
取
れ
る
だ
ろ
う
一
四

。「
膝
を
按
じ
て
俯
視
す
る
」
鄭
嘉
会
は
、

両
作
品
と
も
に
右
膝
を
抱
え
、
左
足
を
下
ろ
し
て
座
る
姿
に
描
か
れ
、
大
き
な
動
作

の
変
更
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
両
者
を
比
較
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
嘉
永
本

で
は
袖
が
大
き
く
垂
れ
下
が
り
、
膝
を
抱
え
て
い
る
と
瞬
時
に
判
断
し
難
い
。
そ
れ

を
前
提
に
万
延
本
へ
目
を
移
す
と
、
こ
ち
ら
で
は
袖
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
抑
え
ら
れ
、

鄭
嘉
会
の
右
手
が
視
認
で
き
る
よ
う
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
④
】
（
図
１
１
） 

 

嘉
永
本
の
グ
ル
ー
プ
④
で
は
、「
幅
巾
青
衣
」
で
「
手
を
袖
に
し
て
側
聴
す
る
」
秦

観
に
関
し
て
、
衣
が
緑
に
彩
色
さ
れ
る
、
袖
に
手
を
入
れ
ず
耳
を
そ
ば
だ
て
る
、
と

い
う
二
点
を
「
図
記
」
と
の
不
一
致
と
し
て
挙
げ
た
。
万
延
本
の
図
像
を
確
認
す
る

と
、
や
は
り
衣
の
色
は
青
へ
、
袖
か
ら
出
て
い
た
手
は
隠
さ
れ
て
お
り
、「
図
記
」
に

基
づ
い
た
変
更
が
加
わ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
⑤
】
（
図
１
２
） 

 

グ
ル
ー
プ
⑤
に
お
け
る
変
更
点
は
、
「
手
を
袖
に
し
て
仰
ぎ
観
る
」
王
欽
臣
の
手

の
位
置
で
あ
る
。
嘉
永
本
の
王
欽
臣
は
、
観
者
に
背
を
向
け
て
両
手
を
体
の
前
に
置

く
た
め
「
手
を
袖
に
」
し
て
い
る
か
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
万
延

本
で
は
、
両
手
を
体
の
後
方
へ
回
す
こ
と
で
「
手
を
袖
に
」
す
る
動
作
を
観
者
に
明

示
し
、
「
図
記
」
と
の
呼
応
を
表
し
て
い
る
。 

 

【
グ
ル
ー
プ
⑥
】
（
図
１
３
） 

 

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
本
の
時
点
で
「
図
記
」
と
の
食
い
違
い
が
見

受
け
ら
れ
ず
、
万
延
本
に
お
い
て
も
特
に
目
立
っ
た
変
更
点
は
な
い
。
構
成
上
の
違

い
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
画
面
構
成
の
変
更
に
伴
い
、
嘉
永
本
に
お
い
て
円
通
大
師
・

劉
涇
を
囲
ん
で
い
た
竹
林
が
、
万
延
本
で
は
二
人
の
座
す
山
塊
の
背
後
に
押
し
や
ら

れ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。 

  

こ
の
よ
う
に
、
岸
岱
に
よ
る
二
点
の
「
西
園
雅
集
図
」
は
、
ど
ち
ら
も
「
図
記
」
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の
記
述
に
即
し
た
絵
画
化
が
目
指
さ
れ
る
が
、
そ
の
忠
実
性
に
は
作
品
間
で
差
が
生

じ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
嘉
永
本
で
は
人
物
の
姿
態
や
衣
服
の
色
に
関
し
て
、
「
図

記
」
と
の
食
い
違
い
が
み
ら
れ
た
が
、
約
十
年
後
の
万
延
本
に
お
い
て
は
そ
の
大
部

分
が
解
消
さ
れ
、
典
拠
と
の
整
合
性
の
向
上
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
こ
う
し
た
制
作
態
度
は
岸
岱
に
固
有
で
は
な
く
、
同
時
代
に
お
け
る
画

題
受
容
の
傾
向
を
反
映
し
た
結
果
と
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
同

画
題
の
周
辺
作
例
を
挙
げ
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
。 

 

四
、
一
八
〇
〇
年
代
以
降
の
画
題
の
傾
向 

 

本
来
、
こ
の
画
題
は
、
米
芾
が
李
公
麟
の
「
西
園
雅
集
図
」
を
見
て
記
し
た
「
西

園
雅
集
図
記
」
と
い
う
文
章
に
基
づ
く
。
い
わ
ば
「
画
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
」

を
典
拠
と
す
る
た
め
、
文
章
と
画
中
表
現
と
の
対
応
は
必
然
的
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
国
内
の
作
例
を
見
渡
す
限
り
、
む
し
ろ
一
八
〇
〇
年
代
初
期

ま
で
の
作
品
に
関
し
て
は
、
大
な
り
小
な
り
「
図
記
」
と
の
ず
れ
を
含
む
も
の
が
多

い
。
た
と
え
ば
一
七
〇
〇
年
代
半
ば
に
描
か
れ
た
、
池
大
雅
「
蘭
亭
修
禊
・
西
園
雅

集
図
屏
風
」（
兵
庫
・
香
雪
美
術
館
蔵
）
を
見
る
と
、
人
物
の
姿
態
は
必
ず
し
も
「
図

記
」
に
忠
実
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
図
１
４
は
グ
ル
ー
プ
⑤
の
米
芾
・
王
欽
臣
部

分
だ
が
、「
前
有
鬅
頭
頑
童
」
と
し
て
「
図
記
」
に
明
記
さ
れ
る
、
硯
を
掲
げ
持
つ
童

子
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
ほ
か
に
も
、
グ
ル
ー
プ
②
で
「
石
盤
の
傍
に
坐
」
す
は
ず

の
蘇
轍
が
立
ち
姿
で
清
談
す
る
な
ど
、
大
雅
本
に
は
典
拠
と
の
整
合
性
に
甘
さ
が
残

る
。 

 

一
八
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
谷
文
晁
や
高
久
靄
厓
ら
関
東
文
人
画
の
画
家
を
中
心

に
、
本
画
題
を
描
く
作
例
が
大
幅
に
増
加
す
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
「
図
記
」

準
拠
で
な
い
作
例
が
描
か
れ
る
一
方
で
、
逐
語
的
な
レ
ベ
ル
で
典
拠
を
絵
画
化
す
る

例
も
、
徐
々
に
増
え
は
じ
め
る
。
こ
こ
で
は
後
者
の
例
と
し
て
、
岸
岱
画
の
制
作
年

に
程
近
い
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
頃
に
描
か
れ
た
、
日
根
対
山
「
西
園
雅
集
図
」

（
図
１
５
）
を
挙
げ
た
い
。
対
山
本
で
は
「
図
記
」
の
記
述
に
従
い
、
景
物
や
各
人

物
の
姿
態
が
丁
寧
に
絵
画
化
さ
れ
て
お
り
、
典
拠
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
伺
え
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
岸
岱
の
万
延
本
と
同
様
、
衣
服
の
色
に
ま
で
「
図
記
」
と

の
対
応
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
近
い
時
期
に
描
か
れ
た
作
例
に
お
い
て
も
、

衣
服
の
色
が
「
図
記
」
と
異
な
る
例
が
散
見
さ
れ
一
五 

、
対
山
本
で
は
積
極
的
に
典

拠
へ
の
忠
実
性
が
志
向
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
岸
岱
画
に
お
け
る
、
典
拠
と

絵
画
と
の
密
接
な
関
係
性
の
背
景
に
は
、
よ
り
深
く
「
図
記
」
に
立
脚
し
た
表
現
を

求
め
る
風
潮
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
、
嘉
永
本
か
ら
万
延
本
に
お
け
る
「
図
記
」
へ

の
忠
実
性
の
向
上
は
、
こ
う
し
た
風
潮
に
呼
応
し
た
一
例
に
数
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
万
延
本
の
制
作
年
は
岸
岱
が
没
す
る
五
年
前
、
画
家
の
最
晩
年
に
相
当
す

る
。
万
延
本
は
単
な
る
晩
期
の
大
作
に
留
ま
ら
ず
、
嘉
永
本
の
図
像
を
基
本
形
と
し

つ
つ
も
、
画
題
を
取
り
巻
く
流
行
に
共
鳴
し
、「
図
記
」
に
忠
実
な
図
像
へ
と
描
き
改

め
た
意
欲
作
と
し
て
、
今
後
は
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

五
、
お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
岸
岱
の
手
掛
け
た
二
点
の
「
西
園
雅
集
図
」
に
つ
い
て
、
画
題
の
典

拠
と
画
中
表
現
と
の
関
係
性
に
注
目
し
て
考
察
を
加
え
た
。
し
か
し
、
今
回
指
摘
し

た
、
二
作
品
間
に
お
け
る
「
図
記
」
へ
の
忠
実
性
の
向
上
が
何
に
起
因
す
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
岸
岱
が
典
拠
と
の
齟

齬
に
気
付
き
、
自
覚
的
に
修
正
し
た
と
解
釈
す
る
が
、
注
文
主
の
意
向
に
よ
っ
て
修
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正
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
得
る
。 

た
と
え
ば
、
前
述
の
対
山
本
に
関
し
て
は
、
近
江
の
豪
商
・
野
口
正
忠
（
一
八
二

二
～
一
八
九
三
）
の
依
頼
に
か
か
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
六

。
正
忠
は
柿
邨
と

号
し
て
漢
詩
を
嗜
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
対
山
本
に
お
け
る
典
拠
へ
の
忠
実
性
は
、
画

家
側
は
も
ち
ろ
ん
、
受
容
者
側
の
教
養
も
前
提
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
岸
岱
の

嘉
永
本
の
注
文
主
・
林
竹
坡
も
ま
た
、
当
地
の
文
化
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る

に
、
大
幅
の
著
色
画
で
あ
る
万
延
本
も
、
そ
う
し
た
教
養
に
優
れ
た
素
封
家
の
注
文

の
品
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
一
七

。
今
後
は
、
受
容
者
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
他
の
中
国
故
事
人
物
画
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
く
。 

  

 

一 

岸
派
の
粉
本
資
料
に
関
す
る
近
年
の
主
要
な
研
究
に
は
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

『
岸
派
と
そ
の
粉
本 

―
山
中
東
江
絵
画
資
料
を
中
心
に
―
』
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、

一
九
九
四
年
。 

『
京
都
岸
派
と
庵
原
三
山
』
清
水
港
湾
博
物
館
、
一
九
九
九
年
。 

岩
佐
伸
一
「
岸
大
路
家
所
蔵
岸
派
絵
画
資
料
に
つ
い
て
」『
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
紀

要
』
七
号
、
二
〇
〇
一
年
。 

『
特
別
展 

写
さ
れ
た
絵 

遺
さ
れ
た
絵 

―
岸
駒
・
岸
岱 

岸
派
絵
画
資
料
を
め
ぐ
っ

て
―
』
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
。 

二 

藤
原
幹
大
「
岸
岱
筆
高
井
鴻
山
宛
書
簡(

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵) 

翻
刻
と
解
題
」『
名
古

屋
大
学
人
文
科
学
研
究
』
四
三
・
四
四
号
、
二
〇
一
六
年
。 

三 

小
久
保
啓
一
「
岸
派
絵
画
資
料
の
調
査
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
一
六
号
別
冊
、
一
九

九
八
年
。
同
氏
「
岸
家
伝
来
の
絵
画
資
料
」『
特
別
展 

写
さ
れ
た
絵 

遺
さ
れ
た
絵 

―
岸
駒
・
岸
岱 

岸
派
絵
画
資
料
を
め
ぐ
っ
て
―
』
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
、
二
〇
一

二
年
。 

四 

前
掲 

註
三
図
書
、
二
〇
一
二
年
、
八
二
頁
。 

五 

本
資
料
以
外
の
模
本
の
う
ち
、
完
成
画
と
比
較
可
能
な
も
の
は
、
い
ず
れ
も
表
現
・
寸
法

 

        

   

と
も
非
常
に
近
く
、
複
数
の
資
料
に
お
い
て
彩
色
の
一
致
も
確
認
で
き
る
。
前
掲 

註
三 

小
久
保
氏
論
文
、
二
〇
一
二
年
、
六
二
～
六
三
頁
。 

六 

資
料
（
ろ
）
は
改
装
の
際
、
裏
面
の
書
き
込
み
を
切
り
抜
い
て
表
面
に
返
し
て
い
る
。
前

掲 

註
三
図
書
、
五
九
頁
。 

七 

前
掲 

註
三
図
書
、
八
二
頁
。 

八 

「
文
芸
編
」『
芸
濃
町
史
』
芸
濃
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
二
〇
五
～
二
一
一

頁
。 

九 

戸
田
浩
之
「
西
園
雅
集
図 

解
説
」『
大
永
平
寺
展
』
福
井
県
立
美
術
館
、
二
〇
一
五

年
。
な
お
、
連
山
本
に
お
け
る
円
通
大
師
・
劉
涇
と
い
っ
た
、
一
部
の
人
物
図
像
に

は
、
本
稿
で
扱
う
岸
岱
画
と
の
近
似
性
が
見
出
せ
る
。
岸
岱
は
本
画
題
の
作
品
制
作
に

際
し
、 

流
派
内
に
伝
わ
る
図
像
を
出
発
点
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

一
〇 
米
芾
「
西
園
雅
集
図
記
」 

「
李
伯
時
效
唐
小
李
将
軍
、
為
著
色
泉
石
雲
物
艸
木
花
竹
、
皆
絶
妙
動
人
、
而
人
物
秀

發
、
各
肖
其
形
、
自
有
林
下
風
味
、
無
一
點
塵
埃
氣
、
不
為
凡
筆
也
、
其
烏
帽
黄
道

服
、
捉
筆
而
書
者
、
為
東
坡
先
生
、
仙
桃
巾
紫
裘
而
坐
觀
者
、
為
王
晋
卿
、
幅
巾
青

衣
、
據
方
机
而
凝
竚
者
、
為
丹
陽
蔡
天
啟
、
捉
椅
而
視
者
、
為
李
端
叔
、
後
有
女
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奴
、
雲
鬟
翠
飾
侍
立
、
自
然
富
貴
風
韻
、
乃
晋
卿
之
家
姫
也
、
孤
松
盤
欝
、
上
有
凌

霄
纒
絡
、
紅
緑
相
間
、
下
有
大
石
案
、
陳
設
古
器
瑤
琴
、
芭
蕉
圍
繞
、
坐
於
石
盤

旁
、
道
帽
紫
衣
、
右
手
倚
石
、
左
手
執
巻
而
觀
書
者
、
為
蘇
子
由
、
團
巾
繭
衣
、
手

秉
蕉
箑
而
熟
視
者
、
為
黄
魯
直
、
幅
巾
野
褐
、
據
横
巻
畫
淵
明
歸
去
來
者
、
為
李
伯

時
、
披
巾
青
服
、
撫
肩
而
立
者
、
為
晁
无
咎
、
跪
而
捉
石
觀
畫
者
、
為
張
文
潛
、
道

巾
素
衣
、
按
膝
而
俯
視
者
、
為
鄭
靖
老
、
後
有
童
子
、
執
靈
壽
杖
而
立
、
二
人
坐
於

盤
根
古
桧
下
、
幅
巾
青
衣
、
袖
手
側
聽
者
、
為
秦
少
游
、
琴
尾
冠
紫
道
服
摘
阮
者
、

為
陳
碧
虚
、
唐
巾
深
衣
、
昂
首
而
題
石
者
、
為
米
元
章
、
幅
巾
、
袖
手
而
仰
觀
者
、

為
王
仲
至
、
前
有
鬅
頭
頑
童
、
捧
古
硯
而
立
、
後
有
錦
石
橋
、
竹
徑
繚
繞
於
清
溪
深

處
、
翠
陰
茂
密
中
、
有
袈
裟
坐
蒲
團
、
而
説
無
生
論
者
、
為
圓
通
大
師
、
旁
有
幅
巾

褐
衣
而
諦
聴
者
、
為
劉
巨
濟
、
二
人
並
坐
於
怪
石
之
上
、
下
有
激
湍
、
潨
流
於
大
溪

之
中
、
水
石
潺
湲
、
風
竹
相
呑
、
爐
烟
方
裊
、
草
木
自
馨
、
人
間
清
曠
之
樂
、
不
過

於
此
、
嗟
乎
、
洶
湧
於
名
利
之
域
、
而
不
知
退
者
、
豈
易
得
此
乎
、
自
東
坡
而
下
、

凡
十
有
六
人
、
以
文
章
議
論
、
博
學
辨
識
、
英
辭
妙
墨
、
好
古
多
聞
、
雄
豪
絶
俗
之

資
、
高
僧
羽
流
之
傑
、
卓
然
高
致
、
名
動
四
夷
、
後
之
攬
者
、
不
獨
圖
畫
之
可
觀
、

亦
足
彷
彿
其
人
耳
」 

読
点
は
筆
者
に
よ
る
。『
歴
代
画
家
詩
文
集 

十
四 
寶
晉
英
光
集
』
台
湾
学
生
書

局
、
一
九
七
一
年
を
元
に
、
一
部
字
句
を
訂
正
し
た
。 

一
一 

一
部
の
字
句
に
異
同
が
み
ら
れ
る
た
め
、
厳
密
に
は
抄
出
で
は
な
い
が
、「
青
服
」
を

「
青
衣
」
と
つ
く
る
な
ど
、
絵
画
表
現
に
影
響
を
及
ぼ
す
異
同
は
含
ま
れ
な
い
。
以
下
に

記
す
（
改
行
は
筆
者
に
よ
る
）。 

盤
根
古
桧
ノ
下 

幅
巾
青
衣 

袖
手
側
聴 

秦
少
游 

琴
尾
冠
紫
道
服 

摘
琴 

陳
碧
虚 

幅
巾
褐
衣
諦
聴 

劉
巨
済 

説
無
生
論 

圓
通
大
師 

幅
巾
野
褐 

據
横
幅
画 

帰
去
来 

李
伯
時 

披
巾
青
衣 

撫
肩
立 

晁
無
咎 

跪
捉
石
観
画 

張
文
潜 

按
膝
俯
視
者 

鄭
靖
老 

女
奴 

王
晋
卿
家
姫 

仙
桃
巾
紫
裘 

王
晋
卿 

烏
帽
黄
道
服 

東
坡
先
生 

幅
巾
青
衣 

拠
方
几
凝
竚 

丹
陽
蔡
天
啓 

捉
椅
視
者 

李
端
叔 

道
帽
紫
衣 

右
手
倚
石 

左
手
執
巻 

蘇
子
由 

團
巾
繭
衣 

秉
蕉
箑 

黄
魯
直 

唐
巾
深
衣 

題
石 

米
元
章 

幅
巾 

袖
手
仰
観 

王
仲
至 

一
二 

『
京
都
画
壇 

岸
派
の
展
開
』
敦
賀
市
立
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
お
よ
び
、『
近
世
京
都

画
壇
の
絵
師
た
ち 

特
別
展
敦
賀
市
立
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

円
山
・
四
条
派
か
ら

復
古
大
和
絵
ま
で
』
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
本
作
の
箱
書
に
は
「
群
仙
琴
棋
書
画
図 

絹
本
淡
彩 

岸
岱
筆
」
と
あ

る
。
な
お
、
書
き
込
み
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
箱
側
面
に
貼
ら
れ
た
紙
に
は
「
越
前
守

岸
岱 

西
園
雅
集
」
と
書
か
れ
た
上
か
ら
「
蘭
亭
会
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

一
三 

た
だ
し
、
周
囲
の
人
物
の
姿
勢
を
考
慮
し
て
も
、
万
延
本
の
蔡
肇
は
明
ら
か
に
座
り
姿

で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
凝
竚
」
に
つ
い
て
は
絵
画
化
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。 

一
四 

胡
坐
の
よ
う
な
姿
勢
だ
が
、
右
膝
を
地
に
着
け
、
左
膝
を
少
し
だ
け
立
て
て
座
る
よ
う

に
も
見
え
る
た
め
、
胡
跪
と
判
断
す
べ
き
か
。 

一
五 

人
物
の
所
作
は
「
図
記
」
に
従
う
が
、
衣
服
の
色
に
関
し
て
は
こ
の
通
り
で
な
い
作
例

に
は
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
高
久
靄
厓
「
西
園
雅
集
図
屏
風
」
（
栃
木
・
那
須

野
が
原
博
物
館
蔵
）
や
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
鈴
木
鵞
湖
「
西
園
雅
集
図
屏

風
」（
千
葉
市
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

一
六 

『
十
一
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品 

野
口
柿
邨
を
め
ぐ
る
文
人
た
ち
』
山
梨
県
立
美
術

館
、
二
〇
一
二
年
。
野
口
正
忠
に
つ
い
て
も
同
書
を
参
照
。 

一
七 

敦
賀
に
お
け
る
岸
派
の
パ
ト
ロ
ン
に
は
木
津
家
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
敦
賀
市
立
博
物
館

の
加
藤
敦
子
氏
よ
り
、「
群
仙
琴
棋
書
画
図
」
は
木
津
家
と
関
係
の
な
い
、
近
年
の
購

入
品
で
あ
る
旨
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。 

 

【
図
版
出
典
】 

図
１
～
１
３ 

筆
者
撮
影
。 

図
１
４ 

 

『
日
本
屏
風
絵
集
成 

第
三
巻 

山
水
画 

南
画
山
水
』
講
談
社
、
一
九
七
九

年
。 

図
１
５ 

 

『
十
一
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
品 

野
口
柿
邨
を
め
ぐ
る
文
人
た
ち
』
山
梨
県

立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
。 

  

【
付
記
】 

本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
す
。
作
品
調
査
に
際
し
て
は
、
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
の
小
久
保
啓
一
氏
、
敦
賀

9



                                        

                                        

                               

 
市
立
博
物
館
の
加
藤
敦
子
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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図 1  近藤有芳（模写）「西園雅集図」 

富山市佐藤記念美術館蔵 

図 2  岸岱「西園雅集図」 

    富山市佐藤記念美術館蔵 
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図 3  近藤有芳（模写）「西園雅集図」グループ ① ・ ②  部分 

富山市佐藤記念美術館蔵 

図 4 近藤有芳（模写）「西園雅集図」グループ③部分 

富山市佐藤記念美術館蔵 

図 5 近藤有芳（模写）「西園雅集図」グループ④部分 

富山市佐藤記念美術館蔵 

図 6 近藤有芳（模写）「西園雅集図」グループ⑤部分 

富山市佐藤記念美術館蔵 

図 7 近藤有芳（模写）「西園雅集図」グループ⑥部分 

富山市佐藤記念美術館蔵 
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図 8 岸岱「群仙琴棋書画図」 

敦賀市立博物館蔵 

      図 9 岸岱「群仙琴棋書画図」 

     グループ①  ・② 部分 敦賀市立博物館蔵 

図 10 岸岱「群仙琴棋書画図」 

グループ③部分 敦賀市立博物館蔵 

図 11 岸岱「群仙琴棋書画図」 

グループ④部分 敦賀市立博物館蔵 

図 12 岸岱「群仙琴棋書画図」 

グループ⑤部分 敦賀市立博物館蔵 
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図 13 岸岱「群仙琴棋書画図」 

グループ⑥部分 敦賀市立博物館蔵 

図 14 池大雅「蘭亭修禊・西園雅集図屏風」 

グループ⑤部分 香雪美術館蔵 

図 15 日根対山「西園雅集図」 
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